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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年5月6日(2010.5.6)

【公開番号】特開2009-44359(P2009-44359A)
【公開日】平成21年2月26日(2009.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-008
【出願番号】特願2007-206002(P2007-206002)
【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｒ   5/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｈ０４Ｒ   7/04    　　　　
   Ｈ０４Ｒ   1/00    ３１８Ｃ
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   Ｈ０４Ｒ   3/00    ３１０　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月19日(2010.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動手段を有する衝立であり、
　音声出力装置から出力される音の音響効果を高める所定の位置毎に設置される
　衝立。
【請求項２】
　前記音声出力装置を囲むような空間であり、
　前記音声出力装置からの距離が、前記空間の所定の一辺と対向する他辺で同距離であり
、前記空間を構成する各辺の近傍に物体がない空間となるように設置される
　請求項１に記載の衝立。
【請求項３】
　前記音声出力装置から出力された音が、複数回反射されるように設置される
　請求項１に記載の衝立。
【請求項４】
　一方の面は、音を吸収する素材で構成された第１の面とされ、他方の面は、音を反射す
る素材で構成された第２の面とされ、
　前記音声出力装置からの音を吸収すべき位置に設置されている場合、前記第１の面が、
前記音声出力装置側に向けて設置され、
　前記音声出力装置からの音を反射すべき位置に設置されている場合、前記第２の面が、
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前記音声出力装置側に向けて設置される
　請求項１に記載の衝立。
【請求項５】
　前記音声出力装置は、ビーム状に音を出力し、
　ビーム状に出力された音があたる位置に設置されている場合、前記第２の面が、前記音
声出力装置側に向けて設置され、
　それ以外の位置に設置されている場合、前記第１の面が、前記音声出力装置側に向けて
設置される
　請求項４に記載の衝立。
【請求項６】
　前記音声出力装置は、放射状に音を出力し、
　放射状に出力された音があたる位置に設置されている場合、前記第２の面が、前記音声
出力装置側に向けて設置され、
　それ以外の位置に設置されている場合、前記第１の面が、前記音声出力装置側に向けて
設置される
　請求項４に記載の衝立。
【請求項７】
　音を吸収する素材で構成された面が、前記音声出力装置側に向けて設置される
　請求項１に記載の衝立。
【請求項８】
　前記音声出力装置を備え、
　サラウンドシステムを構成する音声出力装置として設置される
　請求項１に記載の衝立。
【請求項９】
　前記移動手段は、前記衝立の下側に固定された車輪であり、
　天井と接することで前記衝立を固定する突っ張り固定手段をさらに備える
　請求項１に記載の衝立。
【請求項１０】
　床面と接することで前記衝立を固定する第２の突っ張り固定手段をさらに備える
　請求項９に記載の衝立。
【請求項１１】
　床面と天井に設けられた穴に、遊挿する回転軸をさらに備える
　請求項１０に記載の衝立。
【請求項１２】
　音声出力装置から出力される音の音響効果を高める所定の位置に設置される衝立の設置
位置を制御する制御装置であって、
　前記音声出力装置と前記衝立を結ぶ直線と、前記音声出力装置が設置されている部屋の
壁面とのなす角の角度を算出し、
　前記衝立の法線が、前記角度を２等分する位置に前記衝立が設置されるように制御する
　制御装置。
【請求項１３】
　音声出力装置から出力される音の音響効果を高める所定の位置に設置される衝立の設置
位置を制御する制御装置の制御方法であって、
　前記音声出力装置と前記衝立を結ぶ直線と、前記音声出力装置が設置されている部屋の
壁面とのなす角の角度を算出し、
　前記衝立の法線が、前記角度を２等分する位置に前記衝立が設置されるように制御する
　ステップを含む制御方法。
【請求項１４】
　音声出力装置から出力される音の音響効果を高める所定の位置に設置される衝立の設置
位置を制御する制御装置に、
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　前記音声出力装置と前記衝立を結ぶ直線と、前記音声出力装置が設置されている部屋の
壁面とのなす角の角度を算出し、
　前記衝立の法線が、前記角度を２等分する位置に前記衝立が設置されるように制御する
　ステップを含む処理を実行させるコンピュータが読み取り可能なプログラム。
【請求項１５】
　一方の面は、音を吸収する素材で構成された第１の面とされ、他方の面は、音を反射す
る素材で構成された第２の面とされた衝立であり、音声出力装置から出力される音の音響
効果を高める所定の位置に設置される衝立の設置位置を制御する制御装置であって、
　前記音声出力装置が、ビーム状の音を出力する場合、前記音声出力装置が設置されてい
る座標と、前記ビーム状の音が出力されるビーム放射角度から、前記ビーム状の音があた
る壁面の位置の座標を算出し、
　複数の衝立のうち、処理対象とされている衝立が、前記壁面の位置の座標上の衝立であ
る場合、前記第２の面が前記音声出力装置側に向けられるように制御し、
　処理対象とされている衝立が、前記壁面の位置の座標上の衝立でない場合、前記第１の
面が前記音声出力装置側に向けるように制御する
　制御装置。
【請求項１６】
　一方の面は、音を吸収する素材で構成された第１の面とされ、他方の面は、音を反射す
る素材で構成された第２の面とされた衝立であり、音声出力装置から出力される音の音響
効果を高める所定の位置に設置される衝立の設置位置を制御する制御装置の制御方法であ
って、
　前記音声出力装置が、ビーム状の音を出力する場合、前記音声出力装置が設置されてい
る座標と、前記ビーム状の音が出力されるビーム放射角度から、前記ビーム状の音があた
る壁面の位置の座標を算出し、
　複数の衝立のうち、処理対象とされている衝立が、前記壁面の位置の座標上の衝立であ
る場合、前記第２の面が前記音声出力装置側に向けられるように制御し、
　処理対象とされている衝立が、前記壁面の位置の座標上の衝立でない場合、前記第１の
面が前記音声出力装置側に向けるように制御する
　ステップを含む制御方法。
【請求項１７】
　一方の面は、音を吸収する素材で構成された第１の面とされ、他方の面は、音を反射す
る素材で構成された第２の面とされた衝立であり、音声出力装置から出力される音の音響
効果を高める所定の位置に設置される衝立の設置位置を制御する制御装置に、
　前記音声出力装置が、ビーム状の音を出力する場合、前記音声出力装置が設置されてい
る座標と、前記ビーム状の音が出力されるビーム放射角度から、前記ビーム状の音があた
る壁面の位置の座標を算出し、
　複数の衝立のうち、処理対象とされている衝立が、前記壁面の位置の座標上の衝立であ
る場合、前記第２の面が前記音声出力装置側に向けられるように制御し、
　処理対象とされている衝立が、前記壁面の位置の座標上の衝立でない場合、前記第１の
面が前記音声出力装置側に向けるように制御する
　ステップを含む処理を実行させるコンピュータが読み取り可能なプログラム。
【請求項１８】
　一方の面は、音を吸収する素材で構成された第１の面とされ、他方の面は、音を反射す
る素材で構成された第２の面とされた衝立であり、音声出力装置から出力される音の音響
効果を高める所定の位置に設置される衝立の設置位置を制御する制御装置であって、
　前記音声出力装置が、放射状に音を出力する場合、前記音声出力装置が設置されている
座標と、前記放射状の音が出力される放射角度から、前記放射状の音があたる壁面の位置
の座標を算出し、
　複数の衝立のうち、処理対象とされている衝立が、前記壁面の位置の座標上の衝立であ
る場合、前記第２の面が前記音声出力装置側に向けられるように制御し、
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　処理対象とされている衝立が、前記壁面の位置の座標上の衝立でない場合、前記第１の
面が前記音声出力装置側に向けるように制御する
　制御装置。
【請求項１９】
　前記第２の面を前記音声出力装置側に向けるように制御するとき、前記音声出力装置と
前記衝立を結ぶ第１の直線と、前記音声出力装置からの音が供給されるユーザの視聴位置
と前記衝立を結ぶ第２の直線がなす角の角度を算出し、
　前記衝立の法線が、前記角度を２等分する方向に前記第２の面が向くように制御する
　請求項１８に記載の制御装置。
【請求項２０】
　一方の面は、音を吸収する素材で構成された第１の面とされ、他方の面は、音を反射す
る素材で構成された第２の面とされた衝立であり、音声出力装置から出力される音の音響
効果を高める所定の位置に設置される衝立の設置位置を制御する制御装置の制御方法であ
って、
　前記音声出力装置が、放射状に音を出力する場合、前記音声出力装置が設置されている
座標と、前記放射状の音が出力される放射角度から、前記放射状の音があたる壁面の位置
の座標を算出し、
　複数の衝立のうち、処理対象とされている衝立が、前記壁面の位置の座標上の衝立であ
る場合、前記第２の面が前記音声出力装置側に向けられるように制御し、
　処理対象とされている衝立が、前記壁面の位置の座標上の衝立でない場合、前記第１の
面が前記音声出力装置側に向けるように制御する
　ステップを含む制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】衝立、制御装置および方法、並びにプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は衝立、制御装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、音響効果を向上
させることができるようにした衝立、制御装置および方法、並びにプログラムに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　本発明の一側面の第３の制御装置および方法においては、音声出力装置が放射状の音を
出力する場合、音声出力装置が設置されている座標と、放射状の音が出力される放射角度
から、放射状の音があたる壁面の位置の座標が算出され、その座標上にある衝立の音を反
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射する面が、音声出力装置側に向けられるように制御される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

